
生
活
線
戟
そ
の
も
の
L
本
体
を
知
b
、
市
し
て
後
宗
教
的
手
段
そ
講
じ
て
教
化
戟
線
に
第
一
歩
を
踏
み
出
す
の
が
今
日

郎
も
昭
和
時
代
の
宗
教
家
ご
し
て
の
営
面
の
問
題
で
は
－
な
か
ら
う
か
。

己

上

（
昭
和
五
年
八
月
品
川
一
日
股
稿
）

戚随

官

L
町
駅
，
，

身

f瞳

讃

貫

名

英

雄

口
鬼
、
偽
は
こ
れ
凡
身
に
あ
り
、
人
多
〈
白
か
ら
ぞ
損
し
て
其
の
罪
を
天
運
に
坂
し
、
他
を
責
め
ん
と
す
、
あ
や
ま
れ

る
か
な
。

口
自
己
の
進
路
を
は
立
む
も
の
は
我
な
b
、
自
己
ぞ
堕
落
せ
し
む
る
も
の
も
、
亦
我
な
b
。
忠
ヘ
ム
ハ
園
を
亡
．
ほ
す
も
の

秦
に
あ
ら
ゴ
る
を
。

口
世
の
入
、
悪
魔
我
を
憎
ま
す
と
い
ふ
、
悪
魔
の
存
在
を
知
れ
’
り
や
、
彼
の
隠
れ
屋
を
突
き
と
め
ず
し
て
、
徒
ら
に
、

此
の
言
を
な
す
、
無
意
味
な
る
か
な
。

口
堕
落
、
汚
れ
の
所
在
は
何
慮
ぞ
、
外
よ
り
来
る
的
識
は
械
と
す
る
に
足
ら
ず
、
誠
る
や
、

rvv躍
も
汚
れ
も
、
訟
の
内

凡

身

韓

讃

一
九
七



凡

身

鵡

讃

一
九
八

に
あ
る
事
を
。

口
世
に
紳
に
祈
る
者
あ
り
、
偽
陀
に
信
頼
す
る
も
の
あ
り
。
可
な
・
9
、
大
に
可
な
b
、
然
る
に
何
ぞ
、
自
己
に
還
b
、

自
己
を
信
頼
す
る
の
薄
弱
な
る
や
。

口
巳
に
還
へ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
自
己
に
新
b
、
自
己
を
信
ず
る
能
は
ず
、
只
管
ら
神
備
に
向
っ
て
何
物
を
か
求
め

λ

と
す
、
愚
な
る
か
な
o

口
悌
陀
を
信
や
」
よ
、
怖
陀
に
新
れ
、
自
己
主
信
じ
、
自
己
に
祈
れ
、
悌
陀
ご
自
己
と
り
距
離
近

3
か
遠
き
か
、
異
に
自

己
を
信
じ
得
る
も
の
は
．
備
陀
を
信
じ
待
。

口
偽
身
は
法
界
に
充
つ
、
偽
光
は
十
方
に
一
遍
し
、
悌
力
は
三
世
を
つ
ら
ぬ

3
、
恒
に
五
日
人
の
前
に
現
じ
、
内
に
活
げ
h
、

無
限
の
力
、
無
遠
の
慈
み
に
浴
せ
よ
。

ロ
備
陀
を
信
ず
る
者
の
錦
に
は
、
悪
魔
何
慮
に
か
ゐ
る
、
十
方
法
界
は
光
明
に
揃
℃
b
．
我
も
亦
備
土
に
あ
ゐ
を
白
血
克
せ

ょ
、
備
陀
三
五
日
と
の
椅
壁
を
排
除
せ
よ
、
始
め
て
完
全
に
救
は
れ
ん
。

ロ
タ
々
怖
を
抱
い
て
寝
ね
、
朝
令
怖
と
共
に
起
き
つ
、
、
あ
b
、
五
日
れ
は
悌
と
共
に
串
び
共
に
働
く
、
あ
な
あ
b
が
た
い

か
な
。
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